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＜平成 28年度＞第３回市民懇談会・作業部会 

ワークショップにおける色彩検討結果 
～建築物外壁基調色の方向性の検討～ 

■色彩検討結果 

●ワークショップの色彩評価と分析の概要 

・事務局で提示した下記の三つの景観ゾーンの「色彩の写真資料」をもとに評価を行う（住居景観ゾーン→24 写真／商業・業務景観ゾーン→24 写真

／田園・集落景観ゾーン→12写真）。 

・評価は景観ゾーンの「類型別景観形成方針」を踏まえて行う（良いと感じるもの → ○／悪いと感じるもの → ×／どちらとも言えないもの → △）。 

・分析は、景観ゾーンごとに暖色系（Ｒ、ＹＲ、Ｙ）と寒色系他（ＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ、ＰＲ）、無彩色に区分し、彩度と明度について行った。 

・文中の※印は、その評価が１例であることを示す。また、○と×が拮抗しているものは次の分析結果か

らは除いている。なお、下線部は評価件数の多いものを主体に記している。 

参考資料２ 

住居景観ゾーンの分析 

●暖色系 

・良い評価の彩度は、４以下にあ

るが、悪い評価に１が含まれる

ものがある※。 

・良い評価の明度は、２～７にあ

るが、悪い評価に２が含まれる

ものがある※。 

●寒色系他 

・良い評価の彩度は、１にある※。 

・悪い評価の彩度は、２以上にあ

る。 

・良い評価の明度は、７にある※。 

●無彩色 

・良い評価の明度は２～９にあ

る。なお、有彩色を含めても２

～９にある。 

商業・業務景観ゾーンの分析 

●暖色系 

・良い評価の彩度は、８以下に

ある。 

・良い評価の明度は、２～８に

ある。 

●寒色系他 

・良い評価の彩度は、２以下に

ある。 

・悪い評価の彩度は、４以上に

ある。 

・良い評価の明度は、６にあ

る。 

●無彩色 

・良い評価の明度は３～８に

ある。なお、有彩色を含める

と２～８になる。 

田園・集落景観ゾーンの分析 

●暖色系 

・良い評価の彩度は、４以下

にある。 

・良い評価の明度は、２～７

にある。 

●寒色系他 

・良い評価の彩度は、４に

ある※。 

・悪い評価の彩度は、４以上

にある。 

・良い評価の明度は、４にあ

る※。 

●無彩色 

・良い評価の明度は７～９

にある。なお、有彩色を含

めると２～９になる。 

 

●色彩検討結果のまとめ 
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（注）工業団地は１地区 
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区分線     ：良い      ：悪い 

■色彩の写真資料と 
分析区分線 
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